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三条市農業委員会総会議事録

日 時 平成２７年１０月３０日 午前９時３０分

場 所 三条市役所 本庁舎４階全員協議会室

会議に付した議題

議第 １号 農用地利用集積計画の承認について

議第 ２号 農地法第３条第１項の規定による許可申請について

議第 ３号 事業計画変更申請について

議第 ４号 農地法第４条第１項の規定による許可申請に対する意見につい

て

議第 ５号 農地法第５条第１項の規定による許可申請に対する意見につい

て

議第 ６号 相続税の納税猶予に関する適格者証明願いについて

議第 ７号 三条市特別職報酬等審議会委員の推薦について

報告事項 報第 １号 第３調査部会の調査結果報告について

報第 ２号 農政対策部会の結果報告について

報第 ３号 農用地利用集積計画（利用権設定）の解約通知について

報第 ４号 農地潰廃通報について

報第 ５号 農地法第３条の３第１項の届出について

報第 ６号 あっせん譲受等候補者名簿の登載について

出席委員 ３２名

１番 渡 邉 一 英 委員 ２番 村 山 佐喜雄 委員

３番 嘉 藤 太加雄 委員 ４番 藤 田 吉 則 委員

６番 野 﨑 文 夫 委員 ７番 五十嵐 秀 一 委員

８番 蒲 澤 正 委員 ９番 大 桃 伸 之 委員

１０番 眞 野 薫 委員 １１番 坂 井 良 雄 委員

１２番 大 竹 正 信 委員 １３番 原 正 利 委員

１４番 羽 生 俊 昭 委員 １５番 刈 屋 一 夫 委員

１６番 佐 藤 満 委員 １７番 捧 譽 委員

１８番 内 山 清 委員 １９番 佐 藤 裕 雄 委員

２０番 村 井 善一郎 委員 ２１番 阿 部 新一郎 委員

２２番 阿 部 眞佐雄 委員 ２３番 田 邉 稔 委員

２５番 清 野 秀 作 委員 ２６番 星 野 英 治 委員

２７番 内 山 敏 雄 委員 ２８番 渡 邊 勝 夫 委員
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２９番 熊 倉 睦 委員 ３０番 原 田 勝 委員

３１番 小 林 茂 宏 委員 ３２番 坂 井 浩 行 委員

３３番 横 山 一 雄 委員 ３４番 廣 川 哲 也 委員

欠席委員 ２名

５番 桒 原 一 郎 委員 ２４番 阿 部 銀次郎 委員

職務のため出席した事務局職員

事 務 局 長 堀 雅 志

経営基盤係副参事 渡 辺 正 美

経営基盤係主任 堀 江 定 昭

経営基盤係主任 高 野 久美子

午前９時３０分 開会及び開議

議長（野﨑会長）

それでは、時間になりましたので、10月の定例総会を開催したいと思います。

（挨拶 略）

これより会議に入ります。

定員３５名のところ、現在員３４名、出席３２名、欠席２名で会議は成立いたします。

なお、議事録の署名委員につきましては、定めにより私から指名をいたします。８番、

蒲澤正委員、２８番、渡邊勝夫委員を指名いたしますので、よろしくお願い申し上げま

す。

議長（野﨑会長）

それでは、早速に議事に入ります。

議第１号『農用地利用集積計画の承認について』を議題といたします。

事務局、説明願います。

事務局（堀事務局長）

それでは、議第１号『農用地利用集積計画の承認について』ご説明いたします。

最初に、所有権移転に係る案件につきましてご説明申し上げます。

議案の１ページをお願いいたします。今月の申請は１件で、面積５，１０５㎡であり

ます。

なお、先ほど開催されました農地銀行運営委員会であっせん委員より報告をいただい

た案件でございます。

２８番は、新堀地内の農地２筆、５，１０５㎡をあっせんによる売買により取得した

いものであります。価格は、１０ａ当たり約〇〇万〇，〇〇〇円であります。

続きまして、利用権設定に係る案件につきましてご説明申し上げます。

６ページをお開きをお願いいたします。今月の申請は新規設定１２件、面積３万８，
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５６１．０２㎡、再設定４件、面積１万３４６㎡、合計では１６件、面積４万８，９０

７．０２㎡であります。

それでは、戻りまして、２ページの２９番から順に説明を申し上げます。

なお、利用権を設定する者、受ける者、契約の種類、期間及び１０ａ当たり賃借料に

つきましては記載のとおりですので、説明を省略させていただきます。

２９番から５ページの４０番までの１２件につきましては、相対でそれぞれ新規に利

用権設定をするものであります。

２９番は、井栗地内の農地５筆、１，２６１．０２㎡、３０番は同じく井栗地内の農

地２筆、５３８㎡、３１番は同じく井栗地内の農地２筆、２，０２２㎡、３２番は同じ

く井栗地内の農地３筆、８３５㎡、３３番は井栗１丁目地内の農地３筆、９９３㎡、３

４番は北野新田地内の農地１筆、１２１㎡、３５番は駒込地内の農地６筆、２，８５８

㎡、３６番は井栗地内の農地３筆、４，０４５㎡、３７番は月岡３丁目地内の農地２筆、

１，０３１㎡、続きまして、３８番は井栗地内の農地１１筆、１万２，３３８㎡、３９

番は同じく井栗地内の農地４筆、６，０４８㎡、４０番も同じく井栗地内の農地５筆、

６，４７１㎡、以上１２件につきましては相対で新規にそれぞれ利用権設定するもので

あります。

次の４１番から６ページの４４番までの４件につきましては、再設定でありますので、

説明を省略させていただきます。

以上で説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

それでは、質疑に入る前に、先日調査部会で調査をいただいておりますので、その結

果を報告をお願いいたします。

第３調査部会長は、村山代理の隣に着席願います。

４番、藤田吉則委員。

第３調査部会長（４番藤田吉則委員）

おはようございます。それでは、第３調査部会の調査結果についてご報告いたします。

第３調査部会では、１０月２６日午前９時から厚生福祉会館第２集会室におきまして、

部会員と野﨑会長、村山会長代理出席のもと会議を開催いたしました。

事務局より日程説明、議案説明を受け、全案件について意見決定を経て、午前１１時

２０分に閉会をいたしました。

ただいま意見が求められております議第１号『農用地利用集積計画の承認について』

は、所有権移転１件、新規設定１２件、再設定４件、合計件数１７件、面積５万４，０

１２．０２㎡で、書類審査及び事務局から詳細説明を受け、いずれも農地の効率的利用、

農作業に常時従事すると認められることなど、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項

の各要件を満たしており、全件承認相当といたしました。

以上です。



- 4 -

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

それでは、質疑に入ります。ご発言のある方、ご発言を願います。なお、委員の質問

等の発言については挙手をし、発言を求め、議長の許可を得てから発言お願いいたしま

す。

ご発言がないようですので、お諮りをいたします。議第１号につきましては、ただい

ま調査部会長の調査結果報告のとおりに決するにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり。）

議長（野﨑会長）

それでは、異議ないものと認めます。

議長（野﨑会長）

続きまして、議第２号『農地法第３条第１項の規定による許可申請について』を議題

といたします。

事務局、説明願います。

事務局（堀事務局長）

それでは、議第２号『農地法第３条第１項の規定による許可申請について』ご説明を

いたします。

議案の８ページをお願いいたします。今月の申請は６件で、合計面積２万４，７７６

㎡であります。

７ページにお戻りをお願いいたします。２８番から順に説明申し上げます。

２８番は、東新保地内の農地２筆、２８㎡を譲り受け人が耕作不便のため、売買によ

り取得するものであります。価格は、１０ａ当たり約〇〇〇万円であります。

２９番は、上保内地内の農地２筆、１，０６６㎡を譲り受け人が経営規模拡大のため、

売買により取得するものであります。価格は、１０ａ当たり〇〇〇万円であります。

３０番は、原地内の農地２筆、１，７３４㎡を譲り受け人が経営規模拡大のため、売

買により取得するものであります。価格は、１０ａ当たり〇〇万円であります。

続きまして、３１番は、上須頃地内の農地４筆、４，０８４㎡を同一世帯内後継者等

が譲り渡し人の要望により贈与で取得するものであります。

３２番は、南五百川地内の農地１筆、１，０５４㎡を譲り受け人が譲り渡し人の要望

により贈与により取得するものであります。

３３番は、東大崎地内ほかの農地、計１３筆、１万６，８１０㎡を譲り渡し人が経営

の若返りで設定した使用貸借契約期間が満了するため、再設定をするものであります。

以上でございます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

それでは、本件についても質疑の前に調査部会長の調査結果を報告願います。
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４番、藤田吉則委員。

第３調査部会長（４番藤田吉則委員）

議第２号『農地法第３条第１項の規定による許可申請について』は、売買によるもの

３件、贈与によるもの２件、使用貸借によるもの１件、合計件数６件、面積２万４，７

７６㎡で、現地調査を含む書類審査及び事務局の現地確認結果など詳細説明を受け、い

ずれも譲り受け人の経営面積や、機械、労働力、技術、下限面積などの許可要件を全て

満たしており、全件許可相当といたしました。

以上です。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

それでは、質疑に入ります。ご発言のある方、ご発言を願います。

ご発言がないようですので、お諮りをいたします。議第２号につきましては、ただい

ま調査部会長の調査結果報告のとおり決するにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり。）

議長（野﨑会長）

それでは、異議ないものと認めます。

議長（野﨑会長）

続きまして、議第３号『事業計画変更申請について』を議題といたします。

事務局、説明願います。

事務局（堀事務局長）

それでは、議第３号『事業計画変更申請について』ご説明いたします。

議案の９ページお願いいたします。今月の申請は１５番１件で、東鱈田地内の農地２

筆、１８７．７７㎡を使用貸借権の設定により、住宅１棟の用地として利用したいもの

です。場所につきましては、本成寺中学校東側２００ｍ付近で、５００ｍ以内に２つの

教育施設があることから、農用地区分は第３種農地と判断されます。

なお、本申請につきましては、議第５号の５４番で農地法第５条の許可申請がなされ

ております。

以上で説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

それでは、本件についても質疑の前に調査部会長の調査結果を報告を願います。

４番、藤田吉則委員。

第３調査部会長（４番藤田吉則委員）

議第３号『事業計画変更申請について』は、件数１件、面積１８７．７７㎡で、書類
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審査及び現地確認結果など詳細説明を受け、立地基準及び一般基準を満たしており、全

件承認相当といたしました。

以上です。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

それでは、質疑に入ります。ご発言のある方、ご発言を願います。

ご発言がないようですので、お諮りをいたします。議第３号につきましては、ただい

ま調査部会長の調査結果報告のとおり決するにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり。）

議長（野﨑会長）

それでは、異議ないものと認めます。

議長（野﨑会長）

続きまして、議第４号『農地法第４条第１項の規定による許可申請に対する意見につ

いて』を議題といたします。

事務局、説明願います。

事務局（堀事務局長）

それでは、議第４号『農地法第４条第１項の規定による許可申請に対する意見につい

て』ご説明いたします。

１０ページお願いいたします。今月の申請は１４番１件で、一ノ門２丁目地内の農地

１筆、１３２㎡を駐車場７台の用地として利用したいものです。場所につきましては、

旧一ノ木戸小学校南東２００ｍ付近で、都市計画用途地域の商業地域内にあることから、

農用地区分は第３種農地と判断されます。

以上で説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

それでは、本件についても質疑の前に調査部会長の調査結果を報告を願います。

４番、藤田吉則委員。

第３調査部会長（４番藤田吉則委員）

議第４号『農地法第４条第１項の規定による許可申請に対する意見について』は、件

数１件、面積１３２㎡で、書類審査及び現地確認結果など詳細説明を受け、立地基準及

び一般基準を満たしており、全件許可相当といたしました。

以上です。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。
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それでは、質疑に入ります。ご発言のある方、ご発言を願います。

ご発言がないようですので、お諮りをいたします。議第４号につきましては、ただい

ま調査部会長の調査結果報告のとおり決するにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり。）

議長（野﨑会長）

それでは、異議ないものと認めます。

なお、ただいま許可相当とした案件については県農業会議へ諮問し、答申があった後

に許可といたします。

議長（野﨑会長）

続きまして、議第５号『農地法第５条第１項の規定による許可申請に対する意見につ

いて』を議題といたします。

事務局、説明願います。

事務局（堀事務局長）

それでは、議第５号『農地法第５条第１項の規定による許可申請に対する意見につい

て』ご説明いたします。

１３ページお開きをお願いいたします。今月の申請は１０件で、合計面積１万９，６

９６．９２㎡であります。

１１ページにお戻りをお願いいたします。

５４番につきましては、先ほどご審議をいただきました議第３号『事業計画変更申請

について』の１５番でご説明させていただきました内容と同じでございますので、説明

は省略をさせていただきます。

５５番から説明を申し上げます。５５番は、西裏館３丁目地内の農地２筆、１，９６

９㎡を売買により取得し、宅地分譲８区画及び道路の用地として利用したいものです。

土地の売買価格は、１㎡当たり約〇万〇，〇〇〇円であります。場所につきましては、

裏館小学校北西３００ｍ付近で、都市計画用途地域の第１種低層住居専用地域内にある

ことから、農用地区分は第３種農地と判断されます。

続きまして、５６番は、旭保育所と裏館保育所が老朽化してきたため、統合して保育

所を建設するため、東裏館３丁目地内の農地４筆、３，９４２㎡を売買により取得し、

既存水路敷７５㎡と一体利用し、保育所１棟、芝生広場、駐車場・通路及びグラウンド

・多目的広場等の用地として利用したいものです。土地の売買価格は、１㎡当たり約〇

万〇，〇〇〇円であります。場所につきましては、裏館小学校北側隣接地で、都市計画

用途地域の第１種低層住居専用地域内にあることから、農用地区分は第３種農地と判断

されます。

５７番は、西四日町４丁目地内の農地１筆、２８３㎡を使用貸借権の設定により、ア

パート１棟の用地として利用したいものです。場所につきましては、嵐南保育所西側２

００ｍ付近で、都市計画用途地域の第２種中高層住居専用地域内にあることから、農用

地区分は第３種農地と判断されます。
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続きまして、５８番は、曲渕３丁目地内の農地４筆、２，９８２㎡を売買により取得

し、介護つき有料老人ホーム１棟、定員５０名でございます。ホーム１棟の用地として

利用したいものです。土地の売買価格は、１㎡当たり約〇万〇，〇〇〇円であります。

なお、本施設につきましては譲り受け人が役員となっている新潟市秋葉区の株式会社

ふれあいの杜が借り受け、運営することになっております。また、株式ふれあいの杜は

介護つき有料老人ホーム、グループホームなどを新潟県内において９カ所展開をしてお

ります。場所につきましては、県立三条高等学校北側１００ｍ付近で、都市計画用途地

域の第１種住居地域内にあることから、農用地区分は第３種農地と判断されます。

５９番は、曲渕２丁目地内の農地１０筆、３，０２４．１５㎡を売買により取得し、

既存道水路敷１５９．４６㎡と一体利用し、宅地分譲１２区画、道路、公園等の用地と

して利用したいものです。土地の売買価格は、１㎡当たり約〇，〇〇〇円であります。

場所につきましては、月岡小学校北側６００ｍ付近で、都市計画用途地域の第１種低層

住居専用地域内にあることから、農用地区分は第３種農地と判断されます。

６０番は、塚野目２丁目地内の農地２筆、１，５２１㎡を売買により取得し、宅地分

譲６区画及び道路の用地として利用したいものです。土地の売買価格は、１㎡当たり約

２万円であります。場所につきましては、塚野目保育所北西１００ｍ付近で、都市計画

用途地域の工業地域内にあることから、農用地区分は第３種農地と判断されます。

６１番は、本年１月の総会におきまして農振農用地からの除外について、やむを得な

いものとして認めた案件でございます。

大宮新田地内の農地２筆、３，９００５㎡を売買により取得し、工場１棟、駐車場・

通路・回転広場及び緑地帯の用地として利用したいものです。土地の売買価格は、１㎡

当たり約〇万〇，〇〇〇円であります。場所につきましては、金属工業団地の南側入り

口付近で、業務施設が連たんする区域内の農地であることから、農用地区分は第３種農

地と判断されます。

６２番は、直江町３丁目地内の農地１筆、７４３㎡を売買により取得し、宅地分譲３

区画及び道路の用地として利用したいものです。土地の売買価格は、１㎡当たり約〇，

〇〇〇円であります。場所につきましては、三条直江簡易郵便局南東２００ｍ付近で、

都市計画用途地域の工業地域内にあることから、農用地区分は第３種農地と判断されま

す。

６３番は、善久寺地内の農地３筆、１，１４５㎡を売買により取得し、建て売り住宅

３棟、駐車場、道路及び車回転場の用地として利用したいものです。土地の売買価格は、

１㎡当たり約〇，〇〇〇円であります。場所につきましては、ＪＡにいがた南蒲いちい

支店北西４００ｍ付近で、住宅等が連たんする区域内の農地であることから、農用地区

分は第３種農地と判断されます。

以上で説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

それでは、本件についても質疑の前に調査部会長の調査結果を報告を願います。
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４番、藤田吉則委員。

第３調査部会長（４番藤田吉則委員）

議第５号『農地法第５条第１項の規定による許可申請に対する意見について』は、合

計件数１０件、面積１万９，６９６．９２㎡で、書類審査及び現地確認結果など詳細説

明を受け、いずれも立地基準及び一般基準を満たしており、全件許可相当といたしまし

た。

以上です。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

それでは、質疑に入ります。ご発言のある方、ご発言を願います。

ご発言がないようですので、お諮りをいたします。議第５号につきましては、ただい

ま調査部会長の調査結果報告のとおり決するにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり。）

議長（野﨑会長）

それでは、異議ないものと認めます。

なお、ただいま許可相当とした案件については県農業会議へ諮問し、答申があった後

に許可といたします。

議長（野﨑会長）

続きまして、議第６号『相続税の納税猶予に関する適格者証明願いについて』を議題

といたします。

事務局、説明願います。

事務局（堀事務局長）

それでは、議第６号『相続税の納税猶予に関する適格者証明願いについて』ご説明い

たします。

１４ページお願いいたします。ここで相続税の納税猶予制度について、久しぶりの案

件、約２年ぶりの案件でございますので、若干私のほうから説明をさせていただきます。

農家の相続には、複数の相続人への遺産分割による農地の細分化や相続税の負担に伴

う経営の圧迫など、大きな問題があります。このため、相続による農地の細分化を防止

するとともに、農業後継者の育成、農業経営の継続を図るため、農地についての相続税

納税猶予制度の特例措置が設けられております。

農業相続人が農業を営んでいた被相続人から相続または遺贈、遺言によるものでござ

いますが、移譲により農地を取得して、みずから農業を営む場合または一定の貸し付け

により農地としての利用が確保される場合には、相続税の期限内申告書の提出により納

付すべき相続税のうち、一定の要件のもと納税が猶予されます。

この相続税の納税猶予の特例を受けようとする場合は、農業委員会の適格者証明が必
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要となります。農業委員会で証明書の発行を受けた後、税務署で特例を受けるための申

告を行うことになります。

なお、税務署に証明願を出すのは被相続人が死亡してから１０カ月以内ということで

規定されておるところでございます。

このたび租税特別措置法第７０条の６第１項の規定に基づき、農地等についての相続

税の納税猶予を受けるため、証明願の提出があったので、審議をお願いするものであり

ます。

被相続人は、平成２７年１月１０日に死亡され、相続人の協議の結果、平成２７年８

月１日、遺産分割協議が成立をいたしました。農地の相続面積は、田畑合わせて２万４，

７７２㎡、そのうち今回の相続税の納税猶予に関する適格者証明願いが出された農地は

２万９５４㎡であります。

以上で説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

それでは、本件についても質疑の前に調査部会長の調査結果を報告を願います。

４番、藤田吉則委員。

第３調査部会長（４番藤田吉則委員）

議第６号『相続税の納税猶予に関する適格者証明願いについて』は、件数にして１件、

１名の申請について、書類審査及び事務局の現地確認結果など詳細説明を受け、被相続

人がこれまで農業を営んでいた実績があること、相続人が相続により取得した農地で農

業経営を開始し、その後も引き続き農業経営を行うと認められること、特例の対象とな

る農地が農業を営んでいた被相続人から相続により取得した農地であり、全て農地とし

て適正管理されていることから、適格者証明は適当と判断いたしました。

以上です。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

それでは、質疑に入ります。ご発言のある方、ご発言を願います。

ご発言がないようですので、お諮りをいたします。議第６号につきましては、ただい

ま調査部会長の調査結果報告のとおり、適格者として証明を与えることにご異議ござい

ませんか。

（「異議なし」の声あり。）

議長（野﨑会長）

それでは、異議ないものと認めます。

第３調査部会長は自席へお戻りください。ありがとうございました。

議長（野﨑会長）
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続きまして、議第７号『三条市特別職報酬等審議会委員の推薦について』を議題とい

たします。

事務局、説明願います。

事務局（堀事務局長）

それでは、議第７号『三条市特別職報酬等審議会委員の推薦について』ご説明いたし

ます。

１５ページの議第７号参考をお願いしたいと思います。当審議会につきましては、市

長の諮問に応じ議会の議員の議員報酬の額並びに市長、副市長及び教育長の給料の額並

びに政務活動費の額を審議する組織でございます。

本年５月１日開催の互選会におきまして野﨑会長を推薦させていただいたところであ

りますが、任期が１１月３０日に満了になることから、新たに委員１名の推薦依頼が参

っているところでございます。任期は２年間でございます。

以上でございます。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

三条市特別職報酬等審議会委員１名については、いかが取り計らったらよいか、休憩

を挟んで自由な意見を交換していただきたいと思います。

しばらくの間、休憩します。

（午前１０時１２分から午前１０時１５分まで休憩）

議長（野﨑会長）

それでは、会議を再開いたします。

休憩中の意見交換に基づき、６番、野﨑文夫が留任することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり。）

議長（野﨑会長）

異議ないものと認め、６番、野﨑文夫を推薦いたします。

議長（野﨑会長）

以上で議事が終わりましたので、報告事項に移ります。

報第１号につきましては、ただいま議事の中で報告をいただいておりますので、省略

をいたします。

議長（野﨑会長）

それでは、報第２号『農政対策部会の結果報告について』部会長より報告を願います。

農政対策部会長は、村山代理の隣に着席願います。

１５番、刈屋委員。

農政対策部会長（１５番刈屋一夫委員）

改めましておはようございます。それでは、農政対策部会より報告いたします。
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農政対策部会は、１０月２０日の午後１時３０分から厚生福祉会館第２集会室におい

て、部会委員１３名のほかに、村山会長代理の出席を得まして開催いたしました。

議題は、９月３０日開催の農業委員会総会で付託を受けました平成２８年度三条市農

林関係施策の要望についてであります。

審議の結果、お手元に配付してあります報第２号『農政対策部会の結果報告について』

のとおりとし、市長に要望することといたしました。

要望項目は、１０項目となりました。昨年度においても同じく１０項目の要望があり

まして、その中から４点を重点項目として位置づけておりましたが、平成２８年度要望

については全て重点事項といたしました。

それでは、２ページ以降の要望事項について、昨年と主な変更点を中心にご説明いた

します。

お手元にこの農政対策部会の結果報告についてというのが配られてあると思いますが、

これを照らし合わせてご参照いただきたいと思います。

２ページの第１、地域農業の活性化対策についてのところに（３）、多目的機能支払交

付金事業についてを追加いたしました。農村地域では、以前から過疎化や高齢化といっ

た問題を抱えており、農地のほか、ため池、水路、農道などの農業用施設を農業者だけ

で守っていくのが難しくなっている中、平成１９年度から農地・水・環境保全向上対策

により農地や農業用施設、農村環境を維持保全する活動に対して支援が行われてきまし

た。平成２６年度からは従来の制度を拡充し、農業の有する多目的機能の発揮を促進し、

担い手の負担を軽減することを目的とした多目的機能支払交付金事業として実施されて

います。本事業を推進していく上で三条市独自のガイドラインを定めることにより、農

業者や地域住民の制度理解を深め、取り組みの拡大を図る必要があると思われますとい

たしました。

続いて、３ページの４、環境に優しい安心、安全な農業についての３項目からですが、

消費者の要望に合った農産物の生産を推進する一つの手法として、環境資源であるもみ

殻等の活用が有効です。過去においては、圃場の暗渠工事の際に、もみ殻を埋め戻し材

として活用していましたが、現在ではその需要が少なくなったことから、良質な土壌改

良材の原料となるもみ殻等の有効利用について検討する必要があるといたしました。

続いて、５ページの７、果樹栽培農家に対する助成設置についての２項目から、近年

洋梨（ルレクチェ）、西洋梨の褐色斑点病の被害が本市でも拡大しております。農家の経

営安定と果樹の品質向上を図るため、三条市果樹共済加入促進事業の補助率の引き上げ

等により、各共済の加入推進を図る必要がありますとし、具体的な支援策として補助率

の引き上げ等を明記することといたしました。

同じく５ページの８、有害鳥獣駆除対策についての２行目めから、特に近年は熊、猿、

イノシシ、タヌキの出没数が多く、他地域では人的被害も聞きますとし、タヌキの被害

が出ていることから、タヌキを加えました。

６行目からは、有害鳥獣捕獲の担い手緊急補助事業の補助率の引き上げ等により、狩

猟免許の新規取得者の確保対策を講じる必要がありますとし、具体的な支援策として補



- 13 -

助率の引き上げ等を明記することといたしました。

最後に、１０の農業委員会活動についての３行目から、さらに平成２８年４月施行の

改正農業委員会法では、農業委員会はその主たる使命である農地利用の最適化を図るた

め、担い手の農地の集積、集約化、耕作放棄地の発生防止、解消などについて強力に進

めなければならないとされています。ことし農業委員会の平成２８年度以降の新たなる

使命を明記することといたしました。

関係施策の要望については、来る１１月１３日午前９時に、会長、会長代理、農政対

策部会の正副部会長３人、議会選出の阿部委員、横山委員からも同行いただき、計７名

で市長に面会して、提出する予定となっております。

以上で農政対策部会からの報告を終わります。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

それでは、報告の中でご質問がありましたらご発言いただきたいと思います。

２９番、熊倉委員。

２９番（熊倉 睦委員）

２９番、熊倉でございます。先ほどの５のところでいろいろとありましたが、タヌキ

と言われておりましたが、私のほうで聞いているのは果樹自体、大島とか代官島あたり

でもハクビシンが非常にふえていると、タヌキもふえているんですが、ハクビシンが木

に登ったりとか、タヌキは木に登らないのだけれど、ハクビシンは木に登ってブドウと

か、そういうものを食べると。それで、うちらのほうでもハクビシンが非常にふえて、

網を張っても、そこを越えて中に入ってくると。タヌキよりもハクビシンのほうじゃな

いでしょうか。できたらそれを加えてもらいたいと思います。

議長（野﨑会長）

刈屋部会長。

農政対策部会長（１５番刈屋一夫委員）

今ほど熊倉委員のほうからハクビシンの被害もあちこちで起こっていると、そういう

ふうな意見が出ましたので、どうでしょうか。ハクビシンも加えるということで。

（「異議なし」の声あり。）

農政対策部会長（１５番刈屋一夫委員）

じゃ、ハクビシンも加えるということで。

議長（野﨑会長）

１６番、佐藤委員。

１６番（佐藤 満委員）

同じく８番のことですが、猟友会のほうから一言言ってもらいたいということなので

すが、なかなか金もかかるし、火薬の銭の出ないということですので、これはやっぱり

猟友会の人たちも、市もそうだけど、補助金を出して、鉄砲を撃ったのに火薬代も出な

いので、なかなか参加できないという、出てもらうのにほとんど利益がないということ
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でだめということで、三条市のほうから猟友会のほうに火薬代ぐらい一部出して、大い

に捕獲してもらいたいなと思いますので、その件、伝えていただきたいと申し出があり

ましたので、お願いいたします。

以上です。

議長（野﨑会長）

刈屋部会長。

農政対策部会長（１５番刈屋一夫委員）

その件も要するに補助率の引き上げ等を明記するということの中に入っていると思い

ますので。

１６番（佐藤 満委員）

猟友会の人に火薬代も出ないので、なかなか出づらいと話ありました。

農政対策部会長（１５番刈屋一夫委員）

そういうところでご理解ひとつお願いいたします。

議長（野﨑会長）

９番、大桃委員。

９番（大桃伸之委員）

済みません、長くなりまして。４番の環境に優しい安心、安全な農業についてなので

すけど、そこでもみ殻等が使われているのだと。今回細部のことは、その他意見で言お

うと思ったのですけど、このほうが適正かなと思って、この場で先の意見と、もしその

場で意見として拡充ができるようだったらお話ししていただきたいと思います。ちょっ

と多くなってしまって。

それと、もみ殻の処理についての件です。近年１軒当たりの耕作面積がふえる中、も

み殻の処理に困っている農家がふえていますが、これ私もその中の一人であります。も

み殻は、そのまま燃やせば野焼きとして扱われ、廃棄物処理法の罰則ですか、５年間懲

役または１，０００万円以下の罰金になるそうです。燻炭にすれば例外的に認められる

そうですが、やはり通報されれば行政指導の対象となり、消防署や警察が駆けつけます。

私の稲刈り中など、農道でそのような光景をやっぱり周囲で何件か見るときがあります

ので、これはどうも適切に処理できていないんじゃないかなと思って、いかがなものか

と思っております。

県のほうでは、２６年度の稲わら等焼却防止実施方針というのがちょうどちょっと見

つかったので、説明したいと思います。その中で市町村の役割として、市町村は農業協

同組合と連携を図り、もみ殻の収集体制を構築し、収集場所を確保するという方針が打

ち上げられております。三条市の場合に、特に三条市の中でももみ殻を燃やすなみたい

なことが環境の条文の中に入っていると存じます。三条市のその中で堆肥場をつくるな

り、剪定枝の堆肥場と同様な処理場をやっぱりつくっていかなければ、今後人・農地プ

ランが加速している中で、どうしてももみ殻の部分で困って、拡大できない農家も考え

られますので、どうぞその中で意見として、拡充できればそのようなことも伝えていた

だければと思っております。
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私個人的に、もう一つのアイデアとしては大島郷地、果樹園地帯では堆肥場がありま

す。近年堆肥場をつくっている農家が余り見受けられないのですが、その施設も少しで

も利用してレクチェというか、果樹園の中に補助というのがあったので、その中で補助

対象の中にしていけば、少しでももみ殻の処理が、箱物を少しでもつくらずに、中で処

理できるのではないかと思っているので、意見として、もし伝えられればよろしくお願

いします。

以上です。

議長（野﨑会長）

はい。

農政対策部会長（１５番刈屋一夫委員）

今大桃委員からのもみ殻の件、施設を要望してほしいことだと思うのですよね。去年

は、その施設を要望事項として確かに取り入れたのですが、その施設自体が予算面とか、

いろいろあるということで、今回は各農家に、もみ殻を粉砕する機械があるそうですよ

ね。それを農家に充当してやったらどうかという、そんな意見なのです。それ粉砕して

田んぼに散布すると。ちょっとこの件についての意見、補足してくださいという。

議長（野﨑会長）

今大桃委員さんのほうからの内容の質問でございますが、ちょっと時間かかりますが。

先般退農連の総会においてこの話は出ました。内容を報告いたしますが、やはりこのも

み殻問題が非常に難しいということで何とか市で面倒見ていただければいいかなという

ことで今年度ですか、昨年度から話は出ていたわけでございます。昨年度の退農連の総

会に出席したところ、農業委員会としてぜひそういうものを対応していただきたいとい

うことを市へ訴えてくれるよう要請していただきたいということを言われました。そん

な中で、うちらも一生懸命努力いたしますが、ぜひ退農連の皆さん方からもご協力お願

いしたいと思いますということで私は置いてきたわけなのですが、そうしたら、即今年

度ですか、現佐藤会長さんと大桃さんと両名で副市長のところへ行きまして、要請した

わけでございます。そんないきさつもあります。

そういったようなことで、我々農業委員会がやはりこの件については黙っていられな

いということで私も大桃委員さんと同じ考え方でございます。このもみ殻の処理という

ものは非常に困っているということで、三条市では環境課のほうでいろいろ企画されて

いるかと思いますが、このぐらいの容量が要るのかということをまだ把握していないと

いうことでございます。一番手っ取り早いのは、堆肥化をして三条市の米として販売す

る努力をしていかなければならないんじゃないかということで、有機化をしていくとい

う形の中で堆肥化を目指していってもらいたいなということでストックする場所も確保

しなければならない。ストックする場所というのは、やはり問題ありますが、一時転用

を図りながらストックしてそういう堆肥化を、大面積を市のほうで利用していただいて

やってもらうという形を、そのほうが一番手っ取り早いのではないかという考え方でご

ざいましたが、やはりそうなると経費もかかってくるだろうし、今大桃委員さんが言わ

れたように、果樹地帯が一時堆肥をつくって、ぬかが引っ張りだこで、私もあっちへ行
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ったりこっちへ行ったり、やってきた経過もありますが、今ここ二、三年、もう要らな

いと、堆肥をつくる時間もないと、散布する時間もないと。散布すれば草が生えてくる。

じゃ、草刈りのほうが手間がかかるということで非常に大問題になっておるわけでござ

いますが、そういったような経験者の中から、やはり堆肥化を目指してやるのも一つの

方針ではなかろうかなと思っておるわけでございます。私は、市長に面会したときに、

この１１月１３日ですか、口頭でまた強く要請していきたいと思っておるわけでござい

ますので、そういうことでご理解願いたいと思います。よろしいでしょうか。

９番（大桃伸之委員）

はい、ありがとうございました。

議長（野﨑会長）

廣川委員。

３４番（廣川哲也委員）

ただいま活発な意見の交換があって、大変いいことだなと思いました。

それで、思うんですが、事前にこういう意見の交換、また要望事項を取りまとめた上

で農対で案として取り上げていただくというような手順を来年度以降、できるものなら

お願いをしたいということが１点と。

せっかくこの立派な要望事項ができたわけでございますので、できれば事前に配付し

ていただきたいという要望をさせていただきたいと思います。

議長（野﨑会長）

じゃ、事務局のほうからひとつお願いいたします。

事務局（堀事務局長）

廣川委員のご質問等につきまして、私のほうから事務局として答弁させていただきた

いと思いますが、まず第１点としまして、要望書を事前に議案と一緒に配付できなかっ

たことにつきましておわびを申し上げたいと思います。来年度からは、事前に議案と一

緒に送付……時間の問題もあるんですが、議案と一緒はなかなか難しい、日程的にちょ

っと今回難しかったんですが、来年度からは別途、まとまり次第、総会前に送れるよう

な体制をとるように考えていきたいというふうに思っています。

もう一点でございます。農政対策部会、事前に各委員のほうからこういう市長要望を

上げていただきたいということを取りまとめてほしいというご意見だと思いますが、事

務局としてはその辺につきまして農政対策部会のほうで今後話し合っていただきたいと

思っております。

以上です。

議長（野﨑会長）

じゃ、廣川委員、それでよろしいでしょうか。

３４番（廣川哲也委員）

はい、要望ですから。

議長（野﨑会長）

ほかにございませんか。
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ご発言がないようですので、報第２号『農政対策部会の結果報告について』を終わり

ます。

農政対策部会長は自席へお戻りください。どうもご苦労さまでした。

議長（野﨑会長）

続きまして、報第３号から報第６号まで、続けて事務局より報告願います。

事務局（堀事務局長）

（別添報告書により説明）

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

それでは、報告の中でご質問がございましたらご発言をいただきたいと思います。

ご発言がないようですので、報告事項を終わります。

議長（野﨑会長）

続きまして、来月の調査部会開催案内をお願いいたします。

第１調査部会長、１２番、大竹正信委員。

第１調査部会長（１２番大竹正信委員）

来月は、第１調査部会の当番でございます。１１月２５日午前９時から厚生会館第２

集会室で会議を開催いたします。関係委員の方は、出席をお願いいたします。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

なお、来月の総会は３０日を予定しております。

なお、３０日は午後１時から「委員県内一日研修」を予定しておりますので、よろし

くお願いいたします。

それでは、長時間にわたってご審議いただきまして、ありがとうございました。

以上をもちまして定例総会を閉会いたします。

午前１０時４０分 閉会
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会議の 末を記載し、その相違ないことを証するために、ここに署名捺印する。
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